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 ヤングケアラー・愛着障害等に関する研修から（宇野） 

１ 火 ネイルチェックデー 

２ 水  

３ 木      

４ 金  

５ 土  

６ 日  

７ 月  

８ 火  

９ 水  

１０ 木 特別保育期間 （１０日～１６日） 

１１ 金 山の日      ※お弁当の用意を    

１２ 土                 お願いします 

１３ 日  

１４ 月  

１５ 火  

１６ 水  

１７ 木  

１８ 金 誕生会 

１９ 土  

２０ 日  

２１ 月  

２２ 火 避難訓練 

２３ 水  

２４ 木    

２５ 金 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

なつまつり（１８時～１９時３０分） 

２６ 土  

２７ 日  

２８ 月  

２９ 火  

３０ 水  

31 木  

令和５年８月１日 

園長 宇野 智子 

                暑いけど・・・ 

 とにかく暑かった 7 月でした。各地で観測史上最高温度を記録し、これから訪れる 8 月がこれ

以上に暑くならないで欲しいと願います。保健だよりでもお知らせしていますように、今までに

経験したことのない暑さです。WBGT（暑さ指数）の数値によって、外遊びの禁止はもとより、

プール遊びすら多くの制約をかけざるをえません。夏本番を迎え、子どもたちの多くが楽しみに

しているプール、それを思う存分にさせてあげられない異常事態に接し、地球温暖化（国連事務

総長は「地球沸騰」と言い換えています）対策は、もう待ったなしの段階にきています。 

 危機感で言えば、子どもが被害者となる事件・事故が絶えず、その内容があまりに酷く、怒り

や悲しみを強く感じ、「なぜ こんなことに？」と理解できないことが多すぎます。被害を受け

た子の気持ちに思いを馳せた時、本当に胸が痛みます。世界中の子どもたちが、日々、穏やかに

そして安心して幸せに過ごすために、すべきことは何なのか？・・・先日、ある研修に参加した

際、講演の中にあった言葉を思い出しました。『ヒトという生物が幸福を感じながら生きていく

ために必要なこと』その答えとして示されたのが、『いざという時に、いつでもくっつける誰か

がいるということ』とのことでした。講師である明和政子氏（京都大学大学院 教育学研究科 教

授）によれば、哺乳類であるヒトは、身体接触なしに生存できず、特に乳幼児期の脳の発達には、

他の個体との身体接触という経験が不可欠であり、それは、その後の脳と心の発達に直接影響を

与えるという見解でした。ここからは、私が普段子どもたちと過ごす中で、感じることなのです

が、子どもたちは、抱っこされたいし、ぎゅっと抱きしめてもらうことを欲しています。絵本を

読んでと持ってくる子のほとんどは、ひざの上に座ります。それは、この時の身体接触により、

安心感を得るからにちがいありません。年齢を重ねるごとに、この傾向は減少します。だから、

乳幼児期の今なのです。暑いですけど、しっかり触れあって下さい。特に上のお子さんは、下の

兄弟に大好きな人を占有され、実は寂しい思いをしていることがあります。  （園長 宇野） 

まきしまひいらぎえんだより 

今月の目標 

し ず く      氷や絵の具など様々な素材に触れ、感触を楽しむ。 

う み      保育者に見守られながら、簡単な身の回りのことをやってみようとする。 

そ ら      下手持ちでスプーンを持ち、最後まで自分で食べようとする。 

          活動と休息のメリハリをつけ、健康に過ごす。 

ちきゅう       夏の健康な過ごし方を知り、休息をとったり、汗の始末や水分補給をしたりしようとする。 

          水や泥・泡などの感触や気持ち良さを感じながら友達と遊ぶことを楽しむ。 

たいよう       自分の思いを言葉を使って相手に伝えたり、相手の思いに気づいたりしようとする。 

          友達とやりとりをしながら夏ならではの遊びを楽しむ中で、発見したり工夫したりする。 

ぎ ん が      夏の身近な生き物や栽培物の変化に関心をもち、自ら関わる。 

          プールや夏の遊びを全身で楽しみ、自分なりの目当てをもって達成する喜びを味わう。 

   今月の歌    

し ず く「やさいのうた」「さかながはねて」 

う み「きらきらぼし」「みつやサイダー」 

そ ら「バナナのおやこ」「アイ・アイ」 

ちきゅう「トマト」「エビカニクス音頭」 

たいよう「アイスクリームのうた」 

「エビカニクス音頭」 

ぎ ん が「おおきなうた」「お寺のおしょうさん」 

URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

8 がつ 

        ～くすのきひろばでみつけたセミから学んだこと～ 

ある日の朝、園庭で遊んでいた年長組のお友だちがセミをみつけて、捕獲に成功。虫かごにい

れてお部屋に持ち帰り観察していました。さて、このセミをこれからどうするという話しあいが

もたれ、ある子が「セミは、6 回寝たらで死んでしまうんやって」と発言。それなら、1 日だけ

飼って、その後、逃がしてあげることにしようということになったそうです。ところが、朝、元

気だったセミの様子が違うことに気づきました。それを見てクラスの一人の子が言いました。「も

しかして、このセミ、今日が６日目？」セミは、その日のうちに、解放され 

飛んでいきました。何でもない日常の中に「命」があり、「死」があります。 

子どもたちは、ちゃんと学んでいます。 

     ≪おすすめは白茄子かな？≫ 

 7 月に実施したお泊まり保育での出来事です。夕食のカレーの材料の買い出しに、近所のスーパーに園バスで行きました。人参・ジャガイモ・玉ねぎ・カレ

ールーをグループごとに担当し購入するのですが、今回「グループで話し合って、決められた食材の他に、あとひとつ、カレーに入れたらおいしいと思う食材

を買ってきてください。」というお題を出しました。まず、子どもたちがどんなものをチョイスするのか、興味津々で見ていると、案の定、それぞれが入れた

いものを主張しはじめます。意外にコーン・しめじ・茄子など王道で、その中から一つに絞るのに、すったもんだしていました。 

そんな中、あるグループに声をかけてくださった方がおられました。「何してるの？」から始まって、子どもたちなりに一生懸命 

説明すると「それなら白茄子がいいと思うよ」と、売り場まで案内してくだったそうです。ほかにも、茄子をチョイスしたグル 

ープはありましたが、白茄子は、このグループだけで、給食の先生も、「初めてみました！」と驚くほどのレアな食材となりま 

した。各グループが選りすぐってきた食材が入ったカレーは、とにかくすごくおいしかったです。今回のお買い物で、スーパー 

に来られていたお客さんにたくさん声をかけてもらいました。地域の方と触れ合えたことも良い体験となりました。 

https://shingekai.jp/

